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［研究論文］

オーストラリアにおける観光関連学部を 
有する大学のカリキュラム比較研究

根木良友

〈要　　約〉

　2013年に開設された玉川大学観光学部では，1年間のオーストラリア留学を必修としている。本
留学プログラムの特徴は，留学後半に学士課程に進級した場合，自身の専攻である観光学を留学先
大学でも学修する機会が得られることである。一方で，玉川大学観光学部のカリキュラムでは，留
学開始直前の2年次春学期までの期間は留学準備のための語学教育などに時間が割かれ観光関連科
目履修数が少なくなり，留学先で観光学を学修した際に，基礎知識不足により学修効果が高まりに
くいという問題が見受けられる。そこで，本研究では，留学先大学を含むオーストラリアの観光関
連学部を有する17大学のカリキュラムを比較調査することで当該国の観光教育の特徴を明らかに
し，玉川大学と留学先大学との間の観光の学びの接続性に関する課題を見出し，その解決の方向性
を模索することを目的とする。

キーワード：観光人材育成，観光カリキュラム，観光の学びの接続性，オーストラリアの観光教育

1．はじめに

　立教大学において，第二次世界大戦直後の1946年にホテル講座が開講され，アジア初の東京オリ
ンピック開催後の1967年に日本初の観光学科が開設された。その後，経済成長やジャンボジェット
機の就航などを背景に日本の観光産業の市場規模が拡大し，2008年の観光庁設立や2013年のオリン
ピック・パラリンピック東京大会誘致決定などを受けて，日本の大学における観光経営人材育成が
盛んとなり現在に至っている。観光専攻の学部・学科を有する大学は2010年に43大学48学科だった
が，2019年には47大学50学科，観光関連コースまで含めると56大学59学科にまで増加した。（高橋　
2019）1）このような観光人材育成ニーズの高まりの中で，2013年に玉川大学において観光学部が開設
された。本学部は2年次秋学期から3年次春学期の2学期間，オーストラリアへの留学が必須となっ
ており，留学中の前半の学期で学生が所定の語学レベルに達した場合，留学後半は現地大学（Deakin 

University，Griffith University，Swinburne University of Technology，Victoria Universityの4大学）の
学士課程で学修できるという特徴を有している。また，4大学のうちGriffith Universityは観光学部，
Victoria Universityは経営学部内に観光専攻を有しており，学生は留学先においても観光の学びを得
ることができる仕組み立てとなっている。一方で，玉川大学観光学部のカリキュラムにおいては，1

年次春学期から2年次春学期までの期間は留学準備のための語学教育などに重きが置かれ観光関連科
目履修数が少ないため，上述の2大学の学士課程に進んだ場合，基礎知識不足により学修効果が高ま
りにくいなどの問題が垣間見られる。そこで，本研究では，留学先大学を含むオーストラリアを代表
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する観光関連学部を有する大学のカリキュラムを研究することで同国の観光人材育成の潮流を概観
し，それを踏まえて玉川大学と留学先大学との間の観光の学びの接続性に関する課題を見出し，解決
の方向性を模索することを目的とし調査を進める。

2．研究の概要

　本研究の課題を紐解くために，オーストラリアの大学における観光関連学部のカリキュラムを比較
調査する。調査対象の高等教育機関は，学士の学位を授与する以下17大学（アルファベット順）の
学士課程とし，CertificateやDiplomaの学位を授与するTAFE（Technical And Further Education）課程
については，今回は調査対象から除外した。
●　Bond University, Bachelor of International Hotel and Tourism Management

●　Edith Cowan University, Bachelor of Hospitality and Tourism Management

●　Flinders University, Bachelor of Tourism and Events

●　Griffith University, International Tourism and Hotel Management (Tourism Major)

●　International College of Management Sydney (ICMS), Bachelor of Business (International Tourism)

●　Kaplan Business School, Bachelor of Business (Hospitality & Tourism Management)

●　La Trobe University, Bachelor of International Tourism and Hospitality Management

●　Le Cordon Bleu, Bachelor of Business (International Hotel Management)

●　Murdoch University, Bachelor of Business (Hospitality and Tourism Management)

●　The University of Queensland, Bachelor of Tourism, Hospitality and Event Management

●　Torrens University Australia, Bachelor of Business (Tourism Management)

●　University of Canberra, Bachelor of Event and Tourism Management

●　University of South Australia, Bachelor of Business (Tourism and Event Management)

●　University of Southern Queensland, Bachelor of Business (Tourism Management)

●　University of Tasmania, Bachelor of Business (Tourism Management)

●　Victoria University, Bachelor of Business (Hospitality and Tourism Management)

●　Western Sydney University, Bachelor of Tourism Management

　本研究では，上述した観光関連学部を有する各大学が，カリキュラムにおける学修のコアとなる観
光およびビジネス関連科目をどの程度必修化しているかを主眼として調査を行う。その理由は，各大
学の観光人材育成目標達成に必要となる観光およびビジネス関連専門科目が，カリキュラムツリーに
おいてどの程度の幹の太さを示しているかを測ることで，各大学が育成目標とする観光人材像を概観
し，玉川大学との親和性や整合性を見出すことにある。

3．観光関連学部のカリキュラムに関する比較調査

1）　オーストラリア17大学全体のカリキュラム調査

　ここでは各大学が設置する必修化された観光およびビジネス関連科目を以下の通り分類し，それら
必修科目の取得単位数合計を卒業に必要な単位数合計で除することで必修化の割合を算出する。
●　観光／ビジネス基礎
●　観光／ビジネス発展
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●　サービスオペレーション／マネジメント
●　FBオペレーション／マネジメント
●　マーケティング
●　経営（会計・財務）
●　経営（人的資源管理）
●　経営（リスク管理）
●　経営（観光関連）
●　経営（その他）
●　サステイナビリティ
●　デスティネーション
●　IT

●　法律
●　経済
●　リサーチ／分析
●　キャリア
●　ヒューマンスキル
●　インターンシップ
●　その他

　以下グラフ1―1は，各大学の観光およびビジネス関連科目の必修化の割合を示したもので，17大学
の平均を見ると卒業に必要な総単位数に対する必修化された観光・ビジネス関連科目が63.7％となっ
ており，欧米豪亜の4地域・6大学で行った類似の調査結果である57.6％を上回る結果となった。（根
木　2014）2）最も必修化率の低いEdith Cowan Universityでも39.7％の必修化率を示し，Le Cordon Leu

に関しては全て必修科目で占められているという結果となった。

グラフ1―1

　以下グラフ1―2と表1は，観光・ビジネス関連必修科目の構成比に関して，研究対象17大学の平均
値を算出したものである。観光／ビジネス基礎科目17.6％が最も占有率が高く，次に観光／ビジネス
発展科目10.9％が続く。マネジメント主要3大科目については，マーケティングと会計・財務が6.6％，
人的資源管理については5.1％の順となっている。サービスオペレーション／マネジメント科目5.5％
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については，TourismではなくHospitality専攻の学部・学科で占有率が高い傾向にあり，その傾向は
F&Bオペレーション／マネジメント科目3.1％も同様である。サステイナビリティ関連科目5.1％につ
いては，持続可能な開発目標（SDGs）が2015年に国連サミットで採択されたこと，およびオースト
ラリアが豊かな自然環境を観光資源としていることなどから，欧米亜と比較しても高い数値であると
推察される。

グラフ1―2 表1

2）　オーストラリア各大学のカリキュラム個別調査

　ここでは，各大学の観光カリキュラムの特徴を精査するために，必修化された観光・ビジネス関連
必修科目の内訳について，17の各大学の特徴を明らかにする。

①　Bond University, Bachelor of International Hotel and Tourism Management

　　（必修化率50.0％）
　カリキュラムの特徴としては，クリティカルシンキングやコラボレーションなどのヒューマンスキ
ル醸成に力点をおいた科目（16.7％）を重視している。マネジメント科目はバランスよく配分されて
いる一方で，学部名に“Hotel Management”があるにも関わらず，サービス／ FBオペレーション科
目を必修にしていない点が特徴的である。

グラフ2 表2
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②　Edith Cowan University, Bachelor of Hospitality and Tourism Management

　　（必修化率39.7％）
　カリキュラムの特徴としては，サービス／ FBオペレーションおよび会計・財務，マーケティング，
人的資源管理の3大マネジメント科目に力点を置き，特にマーケティング関連科目（22.2％）の必修
化率が高く，ホスピタリティマネジメント人材育成をポイントに絞っている様が伺える。

グラフ3 表3

③　Flinders University, Bachelor of Tourism and Events

　　（必修化率66.7％）
　カリキュラムの特徴としては，観光・ビジネス基礎に重き（37.5％）を置いている点である。3大
マネジメント分野では人的資源管理を必修から外し，専攻領域の一つであるイベント科目を中心に，
サステイナビリティ，IT，経済などを幅広く網羅した構成となっている。

グラフ4 表4

④　Griffith University, International Tourism and Hotel Management (Tourism Major)

　　（必修化率70.8％）
　経営関連科目の必修化割合が少なく，3大科目の中では会計・財務科目のみとなっている。観光／
ビジネス関連基礎・発展科目の配分が多く（計35.2％），観光ビジネスを網羅する視座を醸成する科
目配分となっており，マーケティングについてはデスティネーションに関連付けて，経営（観光関連）
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科目において補完されている。また，自然豊かな観光立国であるオーストラリアの特徴を踏まえて，
サステイナビリティやデスティネーション関連科目の配分が多いのも特徴的である。

グラフ5 表5

⑤　International College of Management Sydney (ICMS), Bachelor of Business (International Tourism)

　　（必修化率64.3％）
　カリキュラムの特徴としては，専攻である International Tourismに関連する観光／ビジネス関連基
礎科目の配分を多くしているが故に，学部のコアである経営関連科目の必修化割合が少なく，3大経
営科目では人的資源管理が必修化されていない。他の分野はバランスよく配分されており，インター
ンシップを重視している傾向が伺える。また，17大学中唯一，Airline Management科目を設置してい
る点が特徴的である。

グラフ6 表6

⑥　Kaplan Business School, Bachelor of Business (Hospitality & Tourism Management)

　　（66.7％）
　カリキュラムの特徴としては，Accommodation・Food ＆ Beverage・GamingなどのHospitalityビジ
ネスに直結した観光関連経営科目の配分が多い（18.8％）ことが挙げられる。また，経営のみならず
F＆Bを含めたサービスオペレーション科目も重視（計18.8％）している。一方で，サステイナビリティ
やデスティネーションなどの科目が少ないことから，TourismよりもHospitalityビジネスに重きを置
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いた構成になっていることが伺える。

グラフ7 表7

⑦　La Trobe University, Bachelor of International Tourism and Hospitality Management

　　（必修化率58.3％）
　観光／ビジネス関連基礎・発展科目（計35.7％）およびサステイナビリティやデスティネーション
関連科目（計14.2％）を重視している点がGriffith Universityと類似している。一方で，FBを含むサー
ビスオペレーション関連科目にも力点（計14.2％）を置いていることから，TourismとHospitalityビ
ジネスのバランスを考慮した構成になっていることが伺える。

グラフ8 表8

⑧　Le Cordon Bleu, Bachelor of Business (International Hotel Management)

　　（必修化率100.0％）
　カリキュラムの特徴は，17大学中唯一，全科目が必修化されていることである。これは，専攻を
広義のHospitality Managementではなく狭義のHotel Managementに絞って設定することで，他大学と
比較すると育成人材像を明確にできていることが理由であると推察される。ホテル経営の専攻である
が故に，FBを含むサービスオペレーション／マネジメント科目を非常に重視（計32.0％）している。
また経営3大科目（24.0％）も十分に網羅している。



― 70 ―

根木良友

⑨　Murdoch University, Bachelor of Business (Hospitality and Tourism Management)

　　（必修化率58.3％）
　カリキュラムの特徴は，サービスオペレーション科目を設置しない一方で，観光／ビジネス基礎・
発展科目，3大経営科目を筆頭に，網羅性の高いカリキュラム配分になっていることである。また，
法律関連科目に力点を置いている（14.3％）点は，観光関連学部としては珍しい傾向である。

グラフ10 表10

⑩　The University of Queensland, Bachelor of Tourism, Hospitality and Event Management

　　（必修化率66.7％）
　カリキュラムの特徴としては，FB・Revenue・Gamingなどの観光（Hospitality）ビジネスに特化し
た経営科目を重視している点である。また，観光／ビジネス関連科目，サービスオペレーション／マ
ネジメント科目，一般経営科目もバランスよく配分し，即戦力性の高いホスピタリティ経営人材育成
を志向していることが推察される。

グラフ9 表9
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⑪　Torrens University Australia, Bachelor of Business (Tourism Management)

　　（必修化率83.3％）
　カリキュラムの特徴としては，Le Cordon Bleu（100.0％）に次ぐ必修化率（83.3％）を誇っている。
Le Cordon Bleu同様に，Hospitalityを含めないTourism分野にカリキュラム領域を絞ることで，育成
人材像を明確にしていることが理由として推察される。観光／ビジネス関連科目（計30.0％），経営
関連科目（35.0％），およびインターンシップ（10.0％）に力点を置いていることから，実践的な観光
経営人材育成を志向していることが伺える。

グラフ12 表12

⑫　University of Canberra, Bachelor of Event and Tourism Management

　　（必修化率66.7％）
　カリキュラムの特徴は，Introduction to Events and Tourism，Event Management，Event Develop-

mentなどのEventビジネスに特化した科目を幅広く設置していることである。また，観光／ビジネ
ス関連科目の配分が多い（計31.3％）一方で，マーケティング以外の会計や人事などの経営関連科目
が手薄な面も伺える。

グラフ11 表11
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⑬　University of South Australia, Bachelor of Business (Tourism and Event Management)

　　（必修化率75.0％）
　カリキュラムの特徴としては，観光／ビジネス基礎科目に重き（33.3％）を置いている点である。
また，サービスオペレーションや経営全般はもちろん，その他の分野の網羅性も高いカリキュラムと
なっている。

グラフ14 表14

⑭　University of Southern Queensland, Bachelor of Business (Tourism Management)

　　（必修化率54.2％）
　カリキュラムの特徴としては，Tourism・Event・Global Managementなどの観光関連経営科目（計
15.4％）に重きを置き，また3大経営科目もカバー（計23.1％）している点である。また，観光／ビ
ジネス基礎科目，IT，法律，経済など幅広い科目を網羅していることも伺える。

グラフ13 表13
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⑮　University of Tasmania, Bachelor of Business (Tourism Management)

　　（必修化率41.7％）
　カリキュラムの特徴としては，観光／ビジネス科目（計40.0％）と3大経営科目（計40.0％）で
80％の占有率を示している点である。前述したLe Cordon Bleu同様に，Hospitalityを含めないTour-

ismといった特定の分野にカリキュラム領域をフォーカスすることで，育成人材像を明確にしている
ことが理由として推察される。

グラフ16 表16

⑯　Victoria University, Bachelor of Business (Hospitality and Tourism Management)

　　（必修化率58.3％）
　カリキュラムの特徴としては，観光／ビジネス科目，サービスオペレーション科目，および3大経
営科目を中心に，観光ビジネスを網羅的にカバーするカリキュラム構成になっていることである。ま
た，Hotel and Resort Operations ManagementやRevenue Managementを設置することで，宿泊産業経
営人材育成に重きを置いていることが伺える。

グラフ15 表15



― 74 ―

根木良友

⑰　Western Sydney University, Bachelor of Tourism Management

　　（必修化率62.5％）
　観光／ビジネス関連基礎・発展科目でカリキュラムの過半数を占めることから（58.4％），観光ビ
ジネスを網羅する視座を醸成する科目配分となっている。HospitalityではなくTourism分野の専攻で
あることから経営関連科目が少ない一方で，サステイナビリティやデスティネーション関連の科目が
充実している。

グラフ18 表18

　本節の最後に，各大学の教育課程表を基に著者が作成した大学毎の必修化された観光専門科目の内
訳を参考まで掲載する。

グラフ17 表17
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3）　玉川大学観光学部のカリキュラム調査

　以下のグラフ19―1は，玉川大学観光学部の観光・ビジネス関連科目の必修化率を研究対象である
オーストラリアの17大学と比較したものである。1―2年次授業の多くが語学などの留学準備科目に取
られてしまうことも一因となり，玉川大学の観光・ビジネス関連科目の必修化率（14.5％）は圧倒的
に低くなっている。その他の原因としては，日本の観光関連大学全般に言えることだが，網羅してい
る専門科目の種類は海外大学と類似している一方で，そのほとんどが自由選択科目となっていること
が挙げられる。結果として，玉川大学観光学部の場合は観光ビジネスに不可欠な会計学やヒューマン
ビジネスに必須の人的資源管理を履修せずに卒業する学生が圧倒的多数を占めることになり，グロー
バルで共通理解されている，産業界で活躍するために必要な育成人材要件を担保せずに，大学が学生
を卒業させているとも言い換えられる。（根木　2015）3）

グラフ19―1

　以下のグラフ19―2および表19は，玉川大学観光学部で必修化されている観光・ビジネス関連科目
（計18単位）の内訳である。数ある観光学部の中でもリサーチ関連科目に重きを置いている（33.3％）
のが特徴である。また，インターンシップ科目において企業研修と課題解決型研修から構成されるオー
ストラリアでの4週間の就業体験を必修化することで，留学で学んだ語学を現実のビジネスの場に適
用することで，実践力のあるグローバル人材育成に一定程度寄与している。一方で，経営に関連する
科目が一切必修化されていないため，留学期間の学士課程授業を全くの予備知識なしで履修せざるを
得なくなる。また，留学中に経営関連科目を学修しても，帰国後にそれらの科目が必修化されていな
いため，玉川大学で継続的に学修する機会が乏しく，留学による学修の接続効果を得られない状況に
ある。特に，3大経営科目のなかで，会計・財務および人的資源管理科目がそれに当たる。
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4．おわりに

　本研究を通して，玉川大学観光学部カリキュラムについて，以下の課題が明らかになった。
課題①「観光・ビジネス関連科目の低い必修化率」
●　 1―2年次授業の多くが語学などの留学準備科目重視，かつ留学後の3年次秋学期以降の自由選択
科目の多さが原因となり，特に経営関連科目において結果として観光ビジネスに必要な育成人材要
件を担保できない現状がある。

課題②「玉川大学と留学先大学間での観光の学びの低い接続効果」
●　  留学期間の学士課程において，学生は観光・ビジネス関連授業を基礎知識がほぼない状態で履修
せざるを得ず，また帰国後においても，玉川大学で継続的に学修する機会が乏しい現状がある。

課題①については，玉川大学観光学部の場合は，語学科目などの留学準備教育に相当の科目数を取ら
れ，必修化できる観光・ビジネス科目数に限りが出てくる。そうした制約がある中で，異なる科目を
有機的に連動させるなどの工夫が必要になる。例えば，2年次科目のリサーチメソッドで企業の課題
発見および解決策を見出すフレームワーク理論などを学修し，留学期間中の課題解決型インターン
シップで当該理論を活用できるように有機的なリンクを科目間に持たせることで，履修科目数の制約
がある中で最大限の学修効果を見出していくことが必要である。

課題②に関して，接続効果が得られないのは課題①に挙げられた必修化率の低さも一つの理由だが，
別の視点では，玉川大学が意図する観光人材育成像を明確し，そうした人材を育成するためのカリ
キュラム構造に修正していくことが必要である。そもそも観光業というのは多岐にわたる業種から構
成され，観光人材ないしは育成人材要件を一律に規定することは容易ではない。そうした途方もなく
広い観光業の育成人材像を，日本の大学では十把一絡げで観光学という領域に無理やり押し入れよう
としているように見受けられる。そもそも，オーストラリアを含む海外の大学では，日本でいうとこ
ろの観光業をTourismとHospitalityの2領域に大別し，育成人材像やカリキュラムの有り様について
もそれぞれの特性に合わせて変化させていることが，本研究における17大学の比較調査でも明らか
である。そこで，玉川大学観光学部は，育成人材像に掲げている観光ビジネス人材と地域活性人材の
必要要件となる科目を一定程度必修化し，インダストリーニーズを満たす必要がある。オーストラリ
アの観光カリキュラムでいえば前者はVictoria Universityに該当するHospitality専攻の育成人材とな

グラフ19―2 表19
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り，サービスオペレーションやホスピタリティマネジメントなどが人材要件となる。後者はGriffith 

Universityに該当するTourism専攻の人材となり，デスティネーションマネジメントなどが修得要件
になってくる。このように，育成人材像の明確化から着手し，それを踏まえてカリキュラム構造を見
直した上で，留学先大学の選定においてはHospitalityまたはTourismという学生の専攻と整合性のあ
る大学に派遣していくことを解決の方向性として示し，本研究の結論とさせていただきたい。
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A Study of Tourism Education Through the Comparison of  
Curriculums of 17 Universities in Australia with Tourism-major

Yoshitomo NEGI

Abstract

　 College of Tourism and Hospitality of Tamagawa University, which was established in 2013, offers a 

mandatory 2-semester study abroad program in Australia.  One of the features of this program is that 

students who advance to bachelor’s program in the second half of the study abroad program will have the 

opportunity to study tourism-related subjects at their host universities.  On the other hand, the number 

of tourism-related subjects that they take in Tamagawa University is very limited until their study abroad 

program starts because they have to spend large amount of time in studying English to prepare for the 

program.  Its limitation results in lack of basic knowledge of tourism and reduces their learning effect 

when they study at their host universities in Australia.  In this paper, therefore, the author researches 

the characteristics of tourism education by comparing the curriculum of 17 universities in Australia with 

tourism-related majors, including the host universities, and clarifies the issues of the connectivity of 

tourism studies between Tamagawa University and the host universities in Australia.

Keywords:   Human Resources Development in Tourism, Curriculum with Tourism major, Connectivity of 

Tourism Studies, Tourism Education in Australia




